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１．管理橋梁の現状とこれまでの長寿命化対策 

 

1）背景 

都留市が管理する市道上の橋梁（以下、「市管理橋梁」という）は現在 208 橋あり、建設年次

が判明している橋梁が 86 橋、不明の橋梁が 122 橋となります。建設年次が判明している橋梁の

うち、1972 年までに建設され、既に建設後 50 年以上を経過した橋梁は、20 橋となりますが、

20年後には、建設後50年以上経過する橋梁が過半数を占めることとなります。 

橋梁の耐用年数は一般的に、50～60年といわれており、これらの老朽化した橋梁の維持管理費

及び更新費が、今後増加することが予想されます。 

 

    現在（R04）         10年後（R14）         20年後（R24） 

 

 

 

 

 

 

  

 橋梁の耐用年数は、50年～60年と言われている中、本市においても高度経済成長期に整備

された橋梁が令和24年には半数以上が耐用年数を迎えます。また、少子高齢化等の社会情勢

変化により今後、公共事業予算の大幅な増加が見込めないことから、アセットマネジメントの

考えを基本に戦略的維持管理を行い、安全・安心な道路橋梁を持続的に供するため平成24年

3月に『橋梁長寿命化修繕計画』を策定し、平成24年度より計画に沿った点検・修繕を進め

てきたところであります。 

平成24年12月に中央自動車道笹子トンネル天井板崩落事故が発生し、社会インフラの老

朽化が確実に進んでいる現実に改めて警鐘が鳴らされ、定期点検と維持管理の重要性を再認識

されることとなりました。 

このような事故を受け道路法が改正され、橋梁をはじめトンネル、シェッド・大型カルバー

ト、道路付属物等の点検の義務化が図られ、構造物の健全性を広く公表するとともに、道路管

理者は、様々な対策を講じる必要性が再確認されたところであります。 

この『橋梁長寿命化修繕計画』については、平成24年3月版に基づいた点検・補修の実績か

ら、令和2年3月に一度改正しており、さらに今回、最新の点検結果・補修実績の反映や、新

しい知見を踏まえ、計画の見直しを行うこととなりました。 
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２）目的 

このような背景から、限られた予算の中でより効率的に橋梁を維持していく取り組みが必要とな

っています。 

都留市では、アセットマネジメント手法※1の導入により、従来の対症療法型（事後保全型）※2か

ら予防保全型（長寿命化型）※3へと管理手法を転換することにより、コストの縮減を図りながら、

橋梁の健全性の低下を防止し、寿命を延ばすことで、安全性・信頼性を確保した道路サービスを恒

久的に提供するために、橋梁の長寿命化修繕計画を策定することとしました。 

以下に、今後の橋梁の管理方針をＰＤＣＡサイクルで示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1･･･アセットマネジメント手法 

道路橋を資産として捉え、その資産の状態を定量的に把握・評価して、中長期的な予測を

行い、限られた予算制約の中で、求めるサービス水準を確保するために、いつどのような対

策を行うのが最適であるかということを決定し実施していく総合的な管理手法。 

※2･･･対症療法型（事後保全型）管理 

損傷が甚大になってから、対症療法的に対策を実施する管理手法。 

※3･･･予防保全型（長寿命化型）管理 

損傷が軽微なうちに、予防的措置を含めて対策を実施する管理手法。橋梁の長寿命化が図

れる。 

  

Ｐ 

PLAN：長寿命化修繕計画の策定 

 

Ｄ 

DO：計画に基づく補修補強の実施 

計画に基づく橋梁点検の実施 

Ｃ 

CHECK：計画の事後評価 

計画の進捗管理 

橋梁点検の整理 

Ａ 

ACTION：実施方針の見直し 

実施計画の見直し 

予算設定の見直し 

橋梁管理 

データベース 
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２．長寿命化修繕計画の対象となる橋梁 

１）対象となる橋梁の選定方針 

計画の対象となる橋梁は、原則として都留市が管理している208橋全てとします。 

 

２）対象となる橋梁の数 

計画の対象となる橋梁の数を、市道等級別に示します。 

 

 

３）対象となる橋梁の例 

計画の対象となる橋梁の例を、写真で示します。 

 

市道1級 市道2級 市道その他 合計

23 19 166 208

23 19 166 208

うちこれまでの計画策定済みの橋の数 23 19 166 208

うち計画の対象となる橋の数

管理している橋の数

城南橋 羽根子大橋

佐伯橋 新住吉橋

柄杓流橋 舟場橋
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３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

１）健全度の把握に関する基本的な方針 

都留市では、平成26年度から平成30年度に 

かけて、市で管理している208橋全てについて 

点検を実施しました。今後も引き続き、市職員 

による簡易点検と専門家による詳細点検を定期 

的に実施することとします。 

この定期的な点検の実施と、適切な維持管理・ 

補修データの蓄積により、橋梁の長寿命化への取り 

組みを充実させていくこととします。 

点検車による点検状況（川茂橋）  

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁の長寿命化とは、50 年から 60 年という一般的な耐用年数（寿命）を超えても長期的に橋

梁の安全性を確保しながら維持管理していくことです。橋梁の寿命には、「初期性能」、「使用・

環境状況」及び「維持・管理状況」の3つの要素が相互に影響します。初期性能は建設当初で決ま

ってしまいますが、残り2つの要素は維持管理の仕方で寿命に大きな影響を与えます。 

そこで、都留市においては以下に示す維持管理方針を定め、実施してまいります。 

・ 日頃のメンテナンスを繰り返すことによって、劣化の進行速度を抑え、長期的な健全性の確

保につなげることとします。 

・ 具体的な重点対策として、橋梁の端部や排水ますなどに溜まった土砂の詰りを小まめに清掃

等することとします。  

○橋梁の寿命の概念について 

耐用年数（寿命）＝  初期性能  ×  使用・環境状況 × 維持・管理状況 

設計 

材料 

施工 

･･･ 

荷重 

交通量 

気候 

凍結防止剤の使用 

･･･ 

点検 

清掃 

除草木 

補修 

部材交換 

･･･ 

道路管理者の管理が 

寿命に影響する 

施工時の良否が 

寿命に影響する 

両者が満足されて 

架替えしないで維持し続ける（耐用年数を超えて橋梁の安全性を確保する） 
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４．対象となる橋梁の長寿命化及び架替え・修繕に係る費用の縮減に関する基本的な方針 

１）架替え・修繕の違いについて 

架替え・修繕は、架替え、補強、補修及び維持の4種類に大別できます。 

 

① 架替え 

落橋の恐れがあるなどの構造上致命的な損傷がある場合、道路幅員を拡げるなどの利便性及び

機能性を向上させたい場合、河川断面を拡げるなど防災対策が必要と判断された場合は、架替え

が行われます。 

 

② 補強 

主に耐震補強が該当します。橋梁に関する基準は、「道路橋示方書・同解説」を例にとると、

平成 24 年度版が最新の基準となっています。したがって、過去の基準（特に昭和 55 年以前）

で建設された橋梁は、現在想定されている最大級の地震発生時に通行不可となる可能性があるた

め、現行の基準に対応させることを目的に行われるのが補強です。 

 

③ 補修 

橋梁に生じた損傷を直し、もとの機能に回復させることを目的とした措置をいいます。 

補修の対象となるような損傷 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート床版のひびわれ          鋼桁の塗装劣化 

④ 維持 

橋梁の機能を保持するため、日常計画的に行われる清掃などの措置をいいます。 

維持の対象となるような損傷 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋台の端部の土砂堆積          排水ますの土砂詰り 
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２）橋梁の長寿命化及び架替え・修繕に係る費用の縮減に関する基本的な方針 

各々の橋梁に対し、以下に示す2つのシナリオで100年間のライフサイクルコスト※を算出し、

比較検討した結果、より経済的であるシナリオを、その橋梁の最適シナリオとします。 

 

① 予防保全型（長寿命化型）管理 

損傷程度が軽微なうちに、予防的措置を含めて対策を実施します。この場合、更新の時期に達

しても架替えを行うような損傷は生じていないため、今後100年間は維持し続けます。 

② 対症療法型（事後保全型）管理 

損傷程度が甚大になってから、対症療法的に対策を実施します。この場合、更新の時期に達し

たら架替えを行います。架替え後についても、損傷が甚大になってから対症療法的に対策を実施

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオイメージ（損傷程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオイメージ（累積事業費） 

都留市では、上記のシナリオイメージからわかるように、橋梁の長寿命化と累積事業費の削減を

図るため、予防保全型（長寿命型）管理を基本とし、最適シナリオが対症療法型となった場合は架

替えを行う橋梁とし、予防保全型となった場合は原則として架替えは行わず維持管理していく方針

とします。 

※･･･ライフサイクルコスト：残存供用期間中に必要となるトータルコスト 

 

0 

1 

1 

2 

2 

3 

3 

4 

4 

5 

5 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 

累
計
事
業
費

経過時間

予防保全型

対症療法型

Ｔ1 Ｔ2 Ｔ3 Ｔ4 Ｔ5

小規模

補修

小規模

補修

小規模

補修

大規模

補修

架替え

0 

1 

2 

3 

4 

5 

0.0 5.0 10.0 

軽
微

←

損
傷
程
度

→

甚
大

経過時間

予防保全型

対症療法型

Ｔ1 Ｔ5Ｔ3 Ｔ4Ｔ2

架替え

小規模

補修

大規模

補修

小規模

補修

小規模

補修
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３）新技術等の活用方針 

 ①点検に係る新技術等の活用方針 

橋梁の定期点検において、新技術等の活用によりコスト縮減や技術者の負担軽減を図ることを目

的にしており、国土交通省では新技術等の活用促進を図る一助として「点検支援技術性能カタログ」

を公表しています。例えば、令和８年4月版では、橋梁の点検技術としては画像計測が９１技術、

非破壊検査が４８技術、計測・モニタリングが７６技術の計215技術が紹介されています。 

これらの点検支援技術は、定期点検により抽出された特定橋梁に対する補修事業を行う際の詳細

調査に有効と考えられるものが殆どで、定期点検レベルに対しては高精度・高性能すぎて活用しに

くいといった面があります。 

また、点検ロボットやドローンなどについても、通常の近接目視点検レベルに対し、梯子や橋梁

点検車もしくは高所作業車といった汎用的な手法では作業が困難な場合、もしくは活用することで

コスト的に有利になる場合を除き、一般的には活用する機会は少ないことが想定されます。 

従いまして、都留市では、点検支援新技術の活用は難しい状況にはあるものの、点検計画に基づ

く全ての橋梁の定期点検実施前には、必ず新技術等活用に係る検討を行い、活用が合理的であると

判断した場合は、積極的に活用していくこととします。 

ここで、都留市で実施した定期点検における新技術活用事例を一例紹介します。下の写真は、

「車両設置幅 1.8ｍの道路施設点検車（NETIS登録番号：HR-200003-A）」を活用した例です。

活用対象となった橋梁は「大原橋歩道橋」・「御幸橋」で、有効幅員が 2.0ｍと狭隘なため、一般

的な橋梁点検車の乗り入れが不可能でした。このことに対し、乗り入れ可能な点検車として、この

「道路施設点検車」を採用し、点検を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新技術活用事例（車両設置幅1.8ｍの道路施設点検車） 

②補修に係る新技術等の活用方針 

標準的な補修工法（ex.コンクリート橋：ひびわれ→樹脂注入，剥離・鉄筋露出→断面修復，鋼

橋：腐食・防食機能の劣化→Rc-1 塗装系に塗替え）のメニューそのものは変わりませんが、品質

がより優れ、かつ経済的にも有利な新技術の開発が進んでおり、既に適用実績が積み重ねられてい

ます。 

国土交通省の新技術情報提供システム（NETIS）では、有用な新技術リストを公表しています。

例えば、令和 8 年 4 月現在では、379 技術が登録されており、これらの中で「橋梁補修補強工」

に分類されている新技術は４１.技術あります。 

次ページの表はその４１技術の中から、コンクリート部材が対象の断面修復、ひびわれ補修、表

面含浸及びはく落防止の新技術を、鋼部材が対象の塗膜除去の新技術をさらに抽出しました。 
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 ③ 新技術等の活用方針とその目標 

都留市における新技術等の活用方針とその目標は、以下の通りとします。 

【活用方針】 

都留市は、補修工事等の事業に対し、高品質で経済的に有用な補修工法の新技術等を活用して

いく方針とし、新技術を積極的に促していくこととします。 

また、点検計画に基づく全ての橋梁の定期点検実施前には、必ず新技術等活用に係る検討を行

い、活用が合理的であると判断した場合は、積極的に活用していくこととします。 

【活用目標】 

計画期間（10 年間）中に実施される補修事業及び定期点検においては、1 割以上の橋でコス

ト縮減等の効果を有する新技術等の活用を目指し、1 件当たりのコスト縮減率 7％（概ね 290

万円）縮減することを目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用が期待される新技術の例（写真左：点検ロボット 写真右：ドローン） 
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4）費用の縮減に関する具体的な方針 

① 橋梁の集約化・撤去、機能縮小などによる費用の縮減に関する方針 

橋梁の老朽化は進行し続けています。一方で、土地利用状況の変化や周辺人口の減少、道路網

の整備等により、建設当時と比べ利用者が著しく減少している橋梁もあります。 

都留市の橋梁の中にも、こうした実情により、そのまま橋梁を長期的に維持し続けるのではな

く、撤去や集約化及び機能縮小などを行うことで、一時的な費用負担が生じたとしても、その後

の維持管理・更新費用が大幅に少なくなり、トータルコスト的には費用の縮減を図ることが可能

となる橋梁も存在するものと思われます。 

この考え方についての概要をまとめると以下の通りとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：「道路橋の集約・撤去事例集 令和4年3月 国土交通省道路局」P.9） 

 

基本的に集約・撤去等の対象候補となる橋梁の要件としては、橋梁の老朽化が進んでいること

（特に健全性の判定区分Ⅳの場合）となります。  
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都留市の場合、管理している橋梁で健全性の判定区分Ⅳと診断された、最も健全性の低い橋梁

は確認されませんでした。しかしながら、判定区分Ⅲと診断された橋梁が 11 橋確認されました。

喫緊に「継続維持」か「集約・撤去」かの選択を迫られている橋梁は1橋もありません。 

ただし、損傷状況や利用実態等を考慮し、利用者・住民との合意形成を図る準備（合意形成期

間の確保）を行い、地域の合意が得られた橋梁に対しては「集約・撤去」により費用を縮減する

方針とします。 

住吉橋は上流側に新住吉橋が隣接し、耐震補強及び上部工の拡幅により歩道の増設が計画され

たことにより、「複数橋梁の集約」の候補として、撤去が行われています。この計画により、概

ね6,400万円（50年間）の費用縮減効果が見込まれています。この他に、管理橋梁全てを対

象に検討を重ねた結果、利用者が限られている、上戸沢朝日1号橋が将来的な「単純撤去」の

候補となりました。上戸沢朝日１号橋を選定した場合、今後は定期点検のみ実施する計画へと変

更となるため、計画期間中の維持修繕費（概ね1,800万円）が不要となり、費用縮減効果が見

込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住吉橋（健全度Ⅲ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上戸沢朝日１号橋（健全度Ⅲ） 

 

なお、他の市管理橋梁についても、老朽化の進展や利用者が著しく減少した橋梁については、

対象候補として、長寿命化修繕計画の更新ごとに検討を繰り返すこととします。 

  ②短期的な数値目標 

   計画期間（10年間）中に、2橋の集約化・撤去を検討し、今後の維持管理コストを年度予算

額の一割（概ね1,500万円）縮減することを目標とします。  
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優先順位 橋梁番号 優先順位 橋梁番号

1 1240 23 2260

2 2090 27 2100

3 1200 29 0740

4 1810 30 2110

5 2130 34 1550

8 0480 34 2000

8 1740 40 0950

11 0730 42 2160

22 2140 42 2240

23 0160 45 1290

23 2170 46 1830

23 2230

■完了

楽山一の橋

柄杓流橋 楽山二の橋

大原橋 桂橋

禾生橋 梨木橋

本沢1号橋 玉川公園橋

細野橋 平栗橋

中村橋 古川渡橋

新住吉橋 大群橋

大輪橋 岩崎橋

沢戸橋 大野橋

耐震補強を実施する橋梁

橋梁名称 橋梁名称

佐伯橋 羽根子大橋

城山大橋 新石運橋

東海地震 88% 大

釜無川断層地震 不詳 中

藤の木愛川断層地震 不詳 甚大

曽根丘陵断層地震 不詳 小

糸魚川－静岡構造線地震 14% 小

想定される地震
今後30年以内の

発生確率
都留市への

影響

南関東直下プレート境界地震

（現在は首都直下型地震※）
70% 中

５．対象となる橋梁の耐震補強に関する基本的な方針 

橋長 15ｍ以上、落橋時の復旧、近接橋梁の有無などの耐震補強必要性を評価した結果、以下に

示す23橋について耐震補強を実施する計画とします。 

計画の対象となる橋梁を長寿命化型管理により寿命を延ばす（今後100年間維持し続ける）と

いうことは、必然的に供用期間中に「南海トラフ」をはじめとする大規模地震の影響を受ける可能

性が非常に高くなるということを意味します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨県内で想定される地震一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

想定地震の震源域  
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６．橋梁長寿命化修繕計画による実績 

計画に基づく現在までの対策実績を示します。 

 

 

  

計画年度
平成24年度
平成25年度

平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度

内容 橋の数

平成26年度

平成31年度
（令和元年度）

（工事に必要な設計のみ）
佐伯橋
佐伯橋
大原橋

補強工事
補強工事
耐震補強

補強工事
弁天横橋2号
佐伯橋
源生橋

（工事に必要な設計のみ）
（工事に必要な設計のみ）

床版取替工

支承取替工
弁天横橋2号

新住吉橋
上戸沢朝日1号橋
新住吉橋

令和2年度

令和3年度
新住吉橋
船場橋

橋梁名

令和6年度
高川橋
熊井戸橋
中小野3号橋

令和5年度
寿橋
玉川公園橋
札金橋3号

令和4年度

住吉橋
足田川橋
権源原橋
札金橋3号

1 橋
0 橋
0 橋

4 橋

2 橋

支承補修工
支承取替工

大原橋 耐震補強

城南橋

表面含浸工
支承取替工
支承補修工

床版取替工
更新工事
更新工事

床版補修工
撤  去

橋脚補修工

床版補修工

更新工事

0 橋
1 橋

3 橋

1 橋

支承取替工
支承取替工
床版補修工

3 橋

2 橋

4 橋

3 橋

3 橋

丹保第2号橋 支承補修工
駅前橋 断面修復工令和7年度
牛石橋 耐震補強
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7．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期 

計画期間（今後10年間：令和5年度から令和14年度）の修繕（補強、補修及び維持）予定の

橋梁の概要は、以下の通りです。 

 

また、次ページ以降に、対象橋梁を優先順位順に並べた、橋梁ごとの計画期間（今後10年間：

令和5年度から令和14年度）における次回点検時期及び修繕内容（補強、補修及び維持）・ 

時期の予定を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画年度 主な橋梁 橋の数
今後10年間の修繕予定

3 橋

3 橋

2 橋

1 橋

0 橋

7 橋

令和11年度

令和12年度

令和13年度

補修工事

補修工事

補修工事及び補強工事

補強工事

補修工事

補修工事及び補強工事

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

令和 8年度

令和 9年度

令和10年度

9 橋

13 橋

1 橋

0 橋

社会情勢の変化などにより変更される場合があります。

補修工事及び補強工事

補強工事

補強工事

補修工事令和14年度
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R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14

( 2023) ( 2024) ( 2025) ( 2026) ( 2027) ( 2028) ( 2029) ( 2030) ( 2031) ( 2032)

26, 780 153, 400 388, 200 17, 000 14, 000 231, 200 787, 200 628, 300 26, 800 14, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

34, 000 73, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

13, 000 28, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検
橋脚補修工

（ 措置完了済）

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補修工事 支承取替工

28, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補修設計 補修工事 根固め工

3, 900 300

定期点検 定期点検
支承取替工

（ 措置完了済）

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

10, 000 8, 400

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

10, 000 5, 600

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

13, 000 2, 800

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

橋梁ごと の計画期間（ 今後10年間： 令和5年度から令和14年度） における定期点検及び修繕等の予定

番号 橋梁名称 路線名
架設
年度

橋長
（ ｍ） 年度

健全性の
診断区分

1 大野橋岩下線 1981 27. 5 3. 0

幅員
（ ｍ）

橋梁
形式

所在地

定期点検結果
主な

補修内容

2. 6 3. 0 Ｒ Ｃ 橋 大野 R6 Ⅰ

3. 6 Ｒ Ｃ橋 鹿留 R5 Ⅰ

3 菅野小橋 菅野日影線 1965

鋼橋 鹿留 R5 Ⅱ

2 沖橋 大野橋岩下線 1970 4. 8

岩下橋

3. 1 鋼橋 鹿留 R5 Ⅱ6 大野橋 大野橋岩下線 1967 46. 5

2. 9 4. 5 Ｒ Ｃ 橋 大野 R7 Ⅰ

3. 4 Ｒ Ｃ橋 鹿留 R7 Ⅰ

5 細野1号橋 細野線 1965

4 沖2号橋 沖線 1984 4. 3

4. 0 Ｒ Ｃ橋 大野 R5 Ⅰ

9 大沢2号橋 大沢線 1970

8 菅野大橋 菅野日影線 1987 13. 5

7 大沢線大沢一番橋 鋼橋 鹿留 R5 Ⅰ1979 13. 5 3. 0

7. 0 Ｒ Ｃ橋 境 R5 Ⅰ

11 細野橋 細野線 1993

10
桂ニュータウン6
号橋

桂ニュータウン環
状線支線3号

1985 6. 8

5. 8 5. 8 Ｒ Ｃ 橋 鹿留 R4 Ⅱ

6. 0 Ｒ Ｃ橋 境 R5 Ⅰ

13 足田川橋 桂町門原線 1968

12
桂ニュータウン3
号橋

桂ニュータウン環
状線

1985 7. 0

15. 2 5. 0 Ｐ Ｃ 橋 大野 R5 Ⅰ

4. 6 Ｒ Ｃ橋 境 R5 Ⅰ

15
桂ニュータウン2
号橋

桂ニュータウン環
状線

1985

14
桂ニュータウン8
号橋

桂ニュータウン環
状線支線5号

1985 8. 0

42. 0 2. 5 鋼橋 鹿留 R4 Ⅲ

5. 9 Ｒ Ｃ橋 境 R7 Ⅰ

17
桂ニュータウン9
号橋

桂ニュータウン環
状線支線6号

1985

16
桂ニュータウン5
号橋

桂ニュータウン環
状線支線2号

1985 3. 8

2. 8 8. 0 Ｒ Ｃ 橋 境 R7 Ⅰ

7. 0 Ｒ Ｃ橋 境 R5 Ⅰ

19
桂ニュータウン4
号橋

桂ニュータウン環
状線

1985

18
桂ニュータウン7
号橋

桂ニュータウン環
状線支線4号

1985 5. 5

7. 0 7. 0 Ｒ Ｃ 橋 境 R5 Ⅰ

6. 8 Ｒ Ｃ橋 境 R5 Ⅰ

21 堀尻橋 宮下倉見線 1975

20
桂ニュータウン1
号橋

桂ニュータウン環
状線

1985 5. 6

6. 7 4. 0 Ｒ Ｃ 橋 境 R5 Ⅰ

5. 2 Ｒ Ｃ橋 境 R7 Ⅰ

23 大堀橋 宮下倉見線 1975

22 堀尻2号橋 境倉見裏通り 線 1975 2. 4

5. 4 4. 5 Ｐ Ｃ 橋 境 R4 Ⅱ

8. 0 Ｒ Ｃ橋 境 R7 Ⅰ

25 大堀2号橋 宮下倉見線 1975

24 大堀3号橋 境倉見裏通り 線 1975 3. 7

3. 1 4. 9 Ｒ Ｃ 橋 境 R7 Ⅱ

3. 4 C-BOX 境 R7 Ⅰ

27 境橋
宮下倉見線支線2号
線

2007

26 境2号橋
境倉見裏通り 線支
線1号

2024 2. 5

2. 9 5. 3 Ｒ Ｃ 橋 境 R7 Ⅱ

3. 5 鋼橋 小野 R4 Ⅲ

29 宮下4号橋 宮下倉見線 1965

28 中小野3号橋 上小野線 1970 8. 4

28. 0 5. 5 鋼橋 境 R4 Ⅰ

2. 9 Ｒ Ｃ橋 鹿留 R7 Ⅰ

31 道地2号橋 宮下倉見線 1965

30 宮下3号橋 鹿留発電所北線 1965 4. 3

3. 6 5. 4 Ｒ Ｃ 橋 鹿留 R7 Ⅱ

6. 2 Ｒ Ｃ橋 鹿留 R4 Ⅰ

33 沢田橋 八幡橋大津線 1969

32 道地橋 宮下倉見線 1970 6. 4

6. 6 5. 3 鋼橋 境 R4 Ⅱ

4. 7 Ｒ Ｃ橋 小野 R4 Ⅰ

35 古渡橋 桂町門原線 2002

34 中小野2号橋 元坂小野線 1970 4. 9

12. 0 4. 0 Ｐ Ｃ 橋 大野 R4 Ⅱ

5. 5 Ｒ Ｃ橋 小野 R7 Ⅰ

37 飛石橋 八幡橋大津線 1960

36 中小野橋
八幡橋大津線支線1
号

1970 4. 1

24. 5 7. 0 Ｐ Ｃ 橋 鹿留 R4 Ⅰ

3. 9 鋼橋 桂町 R7 Ⅱ

39 権源原橋 元坂小野線 1970

38 宝境寺橋 湯ノ 沢夏狩線 1965 3. 1

6. 0 4. 0 Ｒ Ｃ 橋 小野 R4 Ⅰ

4. 5 Ｒ Ｃ橋 小野 R7 Ⅱ

41 宮下2号橋 桂町東線 1965

40 八幡上橋 八幡橋大津線 1970 2. 7

10. 4 3. 5 鋼橋 小野 R4 Ⅲ

4. 4 Ｒ Ｃ橋 桂町 R4 Ⅱ

43 楽山二の橋 楽山線 1994

42 桂2号橋 桂町門原線 1965 7. 2

2. 8 4. 7 Ｒ Ｃ 橋 桂町 R7 Ⅰ

9. 3 鋼橋 上谷 R5 Ⅰ

45 寺橋 寺橋通り 線 1984

44 楽山一の橋 楽山線 1994 51. 0

18. 0 9. 3 鋼橋 上谷 R5 Ⅰ

4. 0 Ｐ Ｃ橋 法能 R4 Ⅰ

47 桂橋 桂町門原線 1989

46 都留ゴルフ場橋 法能山線 1970 6. 6

27. 6 4. 0 鋼橋 小野 R5 Ⅰ

2. 7 鋼橋 夏狩 R4 Ⅱ

49 桂3号橋 東桂駅夏狩橋 1965

48 湯ノ 沢橋 湯ノ 沢線 1970 15. 8

28. 0 4. 0 鋼橋 桂町 R4 Ⅱ

側道古川渡東桂線

2. 1 4. 1 Ｒ Ｃ 橋 桂町 R7 Ⅰ

50 無名12橋 1994 6. 0 C-BOX 夏狩 R7 Ⅰ7. 2
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R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14

( 2023) ( 2024) ( 2025) ( 2026) ( 2027) ( 2028) ( 2029) ( 2030) ( 2031) ( 2032)

26, 780 153, 400 388, 200 17, 000 14, 000 231, 200 787, 200 628, 300 26, 800 14, 000

橋梁ごと の計画期間（ 今後10年間： 令和5年度から令和14年度） における定期点検及び修繕等の予定

番号 橋梁名称 路線名
架設
年度

橋長
（ ｍ） 年度

健全性の
診断区分

幅員
（ ｍ）

橋梁
形式

所在地

定期点検結果
主な

補修内容

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補修設計 補修工事 支承防錆工

5, 000 59, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補修設計 補修工事 支承補修工

8, 580 38, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

15, 000 74, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検
床版取替

（ 措置完了済）

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

26, 000 60, 000

定期点検 定期点検

補修設計 補修工事 根固め工

3, 800 4, 200

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

14, 000 31, 000

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

14, 000 8, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 補強工事 耐震補強

42, 000 72, 000 72, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

5. 3 4. 1 Ｒ Ｃ 橋 田原三丁目 R5 Ⅰ51 無名５ 橋
大学周辺通り 線支
線11号

1985

2. 6 6. 0 C-BOX 夏狩 R7 Ⅰ

4. 0 Ｒ Ｃ橋 田原三丁目 R7 Ⅱ

53 無名１ １ 橋 側道古川渡東桂線 1994

52 無名４ 橋
大学周辺通り 線支
線11号

1985 3. 5

3. 0 4. 7 C-BOX 田原四丁目 R7 Ⅱ

4. 9 Ｒ Ｃ橋 田原四丁目 R7 Ⅰ

55 滝下橋 堂子線 1970

54 水道橋3号 堂子線 1975 3. 5

8. 8 3. 0 Ｐ Ｃ 橋 田原四丁目 R7 Ⅰ

5. 6 鋼橋 田原四丁目 R4 Ⅰ

57 細工場橋 根田入線 1970

56 佐伯橋 佐伯橋線 1927 45. 0

3. 2 11. 5 Ｒ Ｃ 橋 田原二丁目 R4 Ⅱ

7. 6 Ｒ Ｃ橋 田原四丁目 R4 Ⅰ

59 寺川橋 天神通り 線 1965

58 水道橋2号 大学周辺通り 線 1975 6. 4

8. 6 11. 2 Ｒ Ｃ 橋 田原二丁目 R4 Ⅱ

15. 1 C-BOX
田原三丁目
田原四丁目

R7 Ⅰ

61 楽山橋 天神通り 線 1966

60 水道橋 大学周辺通り 線 1975 3. 6

3. 9 12. 0 C-BOX 田原二丁目 R6 Ⅰ

10. 0 C-BOX 田原二丁目 R6 Ⅰ

63 田原橋3号
都留文科大学駅前
通り 線支線3号

1970

62 田原橋4号
都留文科大学駅前
通り 線支線3号

1970 4. 2

32. 0 3. 7 鋼橋 小野 R5 Ⅲ

9. 1 Ｒ Ｃ橋 十日市場 R7 Ⅰ

65 熊井戸橋 熊井戸線 1967

64 柄杓流2号橋
十日市場夏狩線支
線9号

1970 2. 0

66. 7 6. 5 鋼橋 小野 R4 Ⅰ

7. 7 C-BOX 田原二丁目 R6 Ⅰ

67 新住吉橋 法能宮原線 1975

66 田原橋2号
都留文科大学駅前
通り 線

1970 3. 9

3. 5 6. 6 Ｒ Ｃ 橋 上谷五丁目 R7 Ⅰ

8. 0 Ｐ Ｃ橋 上谷五丁目 R4 Ⅱ

69 三ノ 側橋 上町滝下線支線3号 1970

68 田原橋 谷村高校西側線 1973 4. 8

2. 7 3. 4 Ｒ Ｃ 橋 法能 R7 Ⅰ

8. 8 鋼橋 十日市場 R4 Ⅱ

71 引の田東橋 引ノ 田東線 1980

70 柄杓流橋 側道古川渡東桂線 1994 70. 0

8. 1 6. 4 Ｒ Ｃ 橋 法能 R4 Ⅱ

6. 0 Ｐ Ｃ橋 法能 R5 Ⅰ

73 六斗地橋 法能引ノ 田線 1963

72 聖川2号橋 法能東側線支線1号 1995 8. 0

3. 2 7. 5 C-BOX 上谷四丁目 R7 Ⅰ

4. 7 Ｐ Ｃ橋 法能 R5 Ⅱ

75 上町家中橋
上谷家中川通り 線
支線6号

1970

74 聖川３ 号橋
法能宮原線支線21
号

1995 9. 5

3. 1 8. 6 C-BOX 上谷四丁目 R6 Ⅰ

5. 8 C-BOX 上谷四丁目 R7 Ⅰ

77 上町家中3号橋
上谷家中川通り 線
支線4号

1970

76 上町家中2号橋 家谷屋中川通り 線 1970 2. 3

5. 8 8. 3 C-BOX 上谷四丁目 R7 Ⅰ

5. 6 C-BOX 法能 R7 Ⅰ

79 家中橋 家谷屋中川通り 線 1970

78 堀口橋 法能宮原線 1970 6. 7

3. 2 5. 0 C-BOX 上谷一丁目 R7 Ⅰ

5. 0 鋼橋 戸沢 R5 Ⅰ

81 落水橋
上谷家中川通り 線
支線1号

1970

80 上戸沢橋 上戸沢朝日線 1990 14. 7

12. 0 1. 8 木橋 戸沢 R7 Ⅰ

3. 1 鋼橋 法能 R7 Ⅱ

83 上戸沢朝日1号橋 上戸沢朝日線 1975

82 聖川橋
法能宮原線支線18
号

1970 8. 0

34. 2 3. 5 鋼橋 上谷一丁目 R4 Ⅰ

4. 0 C-BOX 上谷一丁目 R7 Ⅰ

85 城南橋 城山厚原線 1960

84 早馬橋 市役所横十一屋線 1970 3. 2

3. 2 8. 0 C-BOX 上谷一丁目 R7 Ⅰ

本沢2号橋

3. 0 C-BOX 上谷一丁目 R7 Ⅰ

87 河口2号橋 市役所横十一屋線 1970

86 河口橋
市役所横十一屋線
支線1号

1970 3. 2

17. 5 5. 0 Ｐ Ｃ 橋 玉川 R3 Ⅰ

3. 3 鋼橋 朝日曽雌 R7 Ⅱ

89 前田橋 玉川中線支線3号 2005

88 本沢線 1975 7. 6

17. 5 4. 0 Ｐ Ｃ 橋 戸沢 R3 Ⅰ

1. 5 鋼橋 中央一丁目 R6 Ⅰ

91 けだし橋 玉川中線 2007

90 源生橋 下谷家中川通り 線 1970 3. 8

2. 0 3. 0 Ｒ Ｃ 橋 中央一丁目 R6 Ⅰ

3. 3 Ｒ Ｃ橋 中央一丁目 R6 Ⅰ

93 富士見横丁橋
下谷家中川通り 線
支線1号

1970

92 石橋 栄町四日市場線 1970 3. 2

3. 6 11. 2 Ｒ Ｃ 橋 中央一丁目 R4 Ⅲ

中村橋

4. 5 鋼橋 玉川 R5 Ⅰ

95 駅前橋 大国屋横通り 線 1960

94 玉川公園橋 中野橋玉川線 1985 31. 1

21. 5 4. 0 鋼橋 朝日曽雌 R3 Ⅱ

4. 0 Ｒ Ｃ橋 平栗 R4 Ⅰ

97 本沢線 1980

96

本沢1号橋

横畑加畑下大幡線 1965 11. 3

火葬場入口線

94. 0 7. 0 鋼橋 川棚 R4 Ⅱ

100 火葬場横橋 2014 5. 7 4. 3 Ｒ Ｃ 橋 下谷 R5 Ⅰ

4. 6 Ｒ Ｃ橋 厚原 R6 Ⅰ

99 城山大橋 側道古川渡東桂線 1990

98 厚原橋 城山厚原線 1970 2. 2
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R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14

( 2023) ( 2024) ( 2025) ( 2026) ( 2027) ( 2028) ( 2029) ( 2030) ( 2031) ( 2032)

26, 780 153, 400 388, 200 17, 000 14, 000 231, 200 787, 200 628, 300 26, 800 14, 000

橋梁ごと の計画期間（ 今後10年間： 令和5年度から令和14年度） における定期点検及び修繕等の予定

番号 橋梁名称 路線名
架設
年度

橋長
（ ｍ） 年度

健全性の
診断区分

幅員
（ ｍ）

橋梁
形式

所在地

定期点検結果
主な

補修内容

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

14, 000 9, 800

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

14, 000 5, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補修設計 補修工事 断面修復工

9, 000 15, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

32, 000 100, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

24, 000 43, 000

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 補強工事 耐震補強

16, 500 67, 000 67, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

耐荷工事 耐荷補強

45, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補修設計 補修工事 沓座修復工

7, 600 22, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補修設計 補修工事 防護柵取替工

8, 000 1, 000

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

24, 000 68, 000

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

14, 000 3, 300

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

Ｒ Ｃ橋 つる三丁目 R6 Ⅰ

103 弁天横橋2号 寺前深田線支線4号 1970

102 寿橋
栄町長者町線支線1
号

1970 3. 4

6. 0 Ｐ Ｃ橋 平栗

3. 8 3. 8 Ｒ Ｃ 橋 つる二丁目 R6 Ⅰ101 弁天横橋 寺前深田線支線3号 1970

105 無名６ 橋 寺前深田線 1985

104 平栗橋 横畑加畑下大幡線 1983 15. 5

2. 8 12. 7 Ｒ Ｃ 橋 つる二丁目 R6

4. 0 Ｐ Ｃ橋 下谷一丁目 R3

R3

4. 9 6. 5 Ｒ Ｃ 橋 つる二丁目 R5

5. 1 7. 4 Ｒ Ｃ 橋 下谷一丁目 R5 Ⅰ

4. 6 Ｒ Ｃ橋 朝日馬場 R6 Ⅰ

Ⅰ

107 深田３ 号橋 深田環状線 1981

106 深田下橋 深田環状線支線1号 1970 4. 9

4. 0 鋼橋 朝日馬場 R5 Ⅰ

110

1970 4. 4

2. 4 10. 0 C-BOX
つる一丁目
つる四丁目

R6 Ⅰ111 道生橋1号 道生堀徳重線 1970

108 梨木橋 宮の前梨木線 1981 22. 2

3. 3 8. 7 Ｒ Ｃ 橋 つる一丁目 R6 Ⅰ

鈴山2号橋 虻ノ 宮線 1975 2. 4

113 道生橋2号 道生堀徳重線 1970

2. 4 4. 6 Ｒ Ｃ 橋 朝日馬場 R6 Ⅰ

4. 8 C-BOX 下谷二丁目 R6 Ⅰ

109 鈴山3号橋 虻ノ 宮線 1975

112 深田2号橋 深田瀬中線

7. 5 4. 1 Ｒ Ｃ 橋 与縄 R4 Ⅰ

2. 5 鋼橋 大幡 R3 Ⅱ

115 上手1号橋 上手環状線支線1号 1975

114 久保橋 横畑加畑下大幡線 1968 23. 0

48. 8 8. 3 鋼橋 中津森 R4 Ⅱ

4. 2 Ｒ Ｃ橋 つる四丁目 R6 Ⅰ

117 大群橋 横畑加畑下大幡線 1986

116 徳重橋 道生堀鷹ノ 巣線 1970 3. 0

3. 1 4. 2 Ｒ Ｃ 橋 朝日馬場 R7 Ⅰ

5. 9 Ｒ Ｃ橋 つる一丁目 R6 Ⅰ

119 無名９ 橋 梨木馬場支線3号 1994

118
ク ロキナメ イ ワ
橋

新明町徳重線支線1
号

1970 3. 3

58. 3 5. 5 鋼橋 下谷 R4 Ⅱ

8. 0 鋼橋 大幡 R5 Ⅱ

121 新石運橋 サンタウン玉川線 1991

120 岩崎橋 兵海戸線 1992 39. 6

58. 3 4. 0 鋼橋 下谷 R4 Ⅱ

4. 0 鋼橋 与縄 R6 Ⅰ

123 石運橋 サンタウン玉川線 1979

122 上手2号橋 上手環状線 1975 4. 0

5. 9 5. 8 Ｒ Ｃ 橋 中津森 R7 Ⅱ

3. 5 Ｒ Ｃ橋 大幡 R6 Ⅰ

125 江戸川橋 大幡金井線 1958

124 高畑2号橋 高畑三ッ 峠線 1970 4. 0

35. 7 3. 1 鋼橋 大幡 R3 Ⅲ

4. 0 Ｒ Ｃ橋 朝日馬場 R5 Ⅰ

128 丹保第2号橋 丹保古宮地線 1967

126 無名３ 橋 梨木馬場線 1985 6. 0

127 江戸川橋歩道橋 大幡金井線 1958 9. 2 1. 5 鋼橋 中津森 R7 Ⅲ

7. 6 3. 5 Ｐ Ｃ 橋 大幡 R4 Ⅱ

3. 5 Ｒ Ｃ橋 大幡 R6 Ⅰ

130 大幡3号橋 丹保古宮地線 1975

129 高畑3号橋 高畑三ッ 峠線 1970 4. 0

48. 0 2. 5 鋼橋 大幡 R3 Ⅱ

5. 0 鋼橋 金井 R4 Ⅰ

132 丹保第1号橋
丹保古宮地線支線1
号線

1967

131 近ヶ 坂2号橋 金井環状線支線2号 1976 6. 4

2. 3 4. 7 Ｐ Ｃ 橋 下谷四丁目 R6 Ⅰ

4. 8 Ｐ Ｃ橋 朝日馬場 R3 Ⅰ

134 新明2号橋 長者町姥沢線 1970

133 樋の口橋 馬場東線 1991 11. 1

11. 5 7. 0 Ｐ Ｃ 橋 朝日馬場 R3 Ⅱ

3. 6 Ｒ Ｃ橋 大幡 R6 Ⅰ

137 宮の脇橋 大平線 1991

135 高畑3号橋2号 高畑三ッ 峠線 1970 4. 1

136 丹沢川橋 大幡金井線 1958 5. 5 6. 9 Ｒ Ｃ 橋 大幡 R7 Ⅱ

4. 7 4. 3 Ｒ Ｃ 橋 朝日馬場 R6 Ⅰ

3. 5 Ｒ Ｃ橋 大幡 R6 Ⅰ

139 樋の口2号橋 馬場中道線 1975

138 高畑1号橋 高畑三ッ 峠線 1970 3. 5

8. 4 2. 5 鋼橋 金井 R7 Ⅱ

2. 7 Ｒ Ｃ橋 大幡 R4 Ⅱ

141 近ヶ 坂橋 金井環状線 1970

140 ヘビイ ワ橋 下大幡初狩線 1970 5. 0

6. 4 3. 0 Ｐ Ｃ 橋 朝日曽雌 R3 Ⅱ

4. 8 Ｐ Ｃ橋 大幡 R4 Ⅰ

143 瀬木橋 大平線支線1号 1965

142 南川二号橋 劔線 1978 6. 7

沢戸数原線 1992 45. 5

30. 0 3. 1 Ｐ Ｃ 橋 大幡 R3 Ⅱ

3. 1 鋼橋 朝日曽雌 R3 Ⅱ

145 けいごや橋 高畑三ツ峠線 1969

144 和田橋 大平線支線2号 1985 16. 6

148 大幡2号橋 八ツ口馬塚線 1970 3. 6

85. 4 8. 0 鋼橋 下谷 R5 Ⅱ

8. 5 鋼橋 井倉 R5 Ⅰ

147 羽根子大橋 新羽根子線 1991

赤坂駅裏線

3. 5 3. 3 Ｒ Ｃ 橋 四日市場 R6

146 沢戸橋

Ⅰ

2. 9 Ｒ Ｃ橋 大幡 R6 Ⅰ

149 小倉2号橋 小倉線 1970

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

4. 8

150 無名１ ０ 橋 1994 2. 2 5. 0 Ｒ Ｃ 橋 四日市場 R7 Ⅰ
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R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14

( 2023) ( 2024) ( 2025) ( 2026) ( 2027) ( 2028) ( 2029) ( 2030) ( 2031) ( 2032)

26, 780 153, 400 388, 200 17, 000 14, 000 231, 200 787, 200 628, 300 26, 800 14, 000

橋梁ごと の計画期間（ 今後10年間： 令和5年度から令和14年度） における定期点検及び修繕等の予定

番号 橋梁名称 路線名
架設
年度

橋長
（ ｍ） 年度

健全性の
診断区分

幅員
（ ｍ）

橋梁
形式

所在地

定期点検結果
主な

補修内容

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強工事 補強工事 耐震補強

60, 000 351, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補修設計 補修工事 床版防水工

5, 800 7, 100

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

11, 000 11, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 耐震補強

22, 000 69, 000

定期点検 定期点検

補修設計 補修工事 支承修復工

5, 200 10, 000 （ 措置完了済）

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

高畑三ッ 峠線 1970

R3 Ⅰ

4. 1

56. 0 7. 0 鋼橋 厚原 R6 Ⅰ

153 剣橋 大野線 1987

152 ヒ ノ キダ橋 下大幡初狩線 1970 5. 2

3. 6 4. 0 Ｒ Ｃ 橋 大幡151 けいごや2号橋

四日市場 R6 Ⅰ157 火見橋 赤坂駅線 1970

R6 Ⅰ

154 小倉橋 小倉線 1970 2. 1

4. 0 Ｒ Ｃ橋 大幡 R6 Ⅰ

39. 8 4. 0 鋼橋 大幡

3. 0 C-BOX 四日市場 R6 Ⅰ

156 剣橋2号 大野線 1970

80. 8 6. 5 鋼橋 下谷 R3 Ⅰ159 横吹橋 横吹線 1993

6. 8

155 牛石橋
栄町長者町線支線3
号

1984

3. 1 Ｒ Ｃ橋 大幡 R4 Ⅰ

Ｒ Ｃ橋 四日市場 R6 Ⅰ158 赤坂橋 栄町四日市場線 1970 2. 4

2. 6 4. 3 Ｒ Ｃ 橋

2. 4 3. 1 Ｒ Ｃ 橋 下谷 R6 Ⅰ

11. 3 鋼橋 四日市場 R7 Ⅰ

161 柿沢橋 院辺羽根子線 1970

160 四日市場側道橋 側道古川渡東桂線 1985 2. 1

14. 5 5. 0 Ｐ Ｃ 橋 下谷 R5 Ⅰ

4. 0 Ｒ Ｃ橋 四日市場 R6 Ⅰ

163 番屋橋 新羽根子線 1997

162 生出橋 生出中学校線 1970 2. 9

6. 3 6. 0 Ｐ Ｃ 橋 大幡 R5 Ⅱ

4. 0 Ｐ Ｃ橋 大幡 R4 Ⅰ

165 舟井沢橋 舟井沢線 1985

164 舟井沢橋 大野線支線2号 1963 6. 3

5. 1 3. 2 Ｒ Ｃ 橋 大幡 R7 Ⅰ

168 町並橋 町並西側平岩線 2023 3. 5 6. 5 Ｒ Ｃ 橋 四日市場 R7 Ⅰ

3. 0 Ｒ Ｃ橋 大幡 R4 Ⅱ

167 ヒ ノ キダ3号橋 下大幡初狩線 1970

166 ヒ ノ キダ2号橋 下大幡初狩線 1975 5. 1

4. 9 5. 7 Ｒ Ｃ 橋 朝日馬場 R3 Ⅰ

3. 4 Ｒ Ｃ橋 下谷 R6 Ⅰ

170 赤羽根橋 大平線 1965

169 ヨ イチボリ 橋 院辺羽根子線 1970 4. 5

2. 3 1. 3 Ｒ Ｃ 橋 四日市場 R6 Ⅰ

2. 2 Ｐ Ｃ橋 大幡 R4 Ⅰ

172 生出2号橋
四日市場キツネ森
線

1970

171 山神橋 高畑線 1969 10. 3

7. 0 8. 9 Ｐ Ｃ 橋 朝日曽雌 R3 Ⅱ

2. 6 Ｒ Ｃ橋 四日市場 R7 Ⅰ

174 マガ久保沢橋 大平線支線3号 1993

173 無名７橋 側道南側古川渡線 1985 2. 6

4. 8 9. 1 Ｒ Ｃ 橋 朝日曽雌 R3 Ⅰ

5. 1 Ｒ Ｃ橋 朝日曽雌 R3 Ⅱ

176 森の沢橋 大平線 1945

175 黄皮沢橋 大平線 1960 6. 0

58. 0 6. 2 鋼橋 古川渡 R7 Ⅰ

6. 5 Ｒ Ｃ橋 井倉 R6 Ⅰ

178 川茂橋 古川渡田野倉線 2013

177 井倉環状1号橋 井倉環状線 1965 3. 5

17. 5 8. 8 鋼橋 古川渡 R5 Ⅰ

4. 0 Ｐ Ｃ橋 小形山 R3 Ⅱ

180 古川渡橋 側道古川渡大原線 1994

179 古宿橋 川茂堀ノ 内線 1984 11. 5

84. 0 8. 8 鋼橋 古川渡 R5 Ⅱ

3. 0 Ｐ Ｃ橋 井倉 R3 Ⅱ

182 禾生橋 側道古川渡大原線 1994

181 無名１ 橋 九鬼環状線 1970 9. 5

12. 5 3. 0 Ｐ Ｃ 橋 井倉 R3 Ⅱ

3. 6 鋼橋 小形山 R3 Ⅲ

184 九鬼橋 九鬼環状線 1974

183 高川橋
川茂堀ノ 内線支線2
号

1972 12. 5

10. 4 4. 6 Ｐ Ｃ 橋 川茂 R3 Ⅱ

6. 0 鋼橋 井倉 R5 Ⅱ

186 二ノ 瀬橋 川茂堀ノ 内線 1985

185 富士見橋 九鬼線支線1号 1976 10. 4

9. 4 4. 0 Ｐ Ｃ 橋 小形山 R3 Ⅰ

4. 1 Ｐ Ｃ橋 小形山 R3 Ⅰ

188 向田橋 川茂中谷線 1985

187 一ノ 瀬橋 川茂堀ノ 内線 1985 10. 4

3. 2 7. 2 Ｒ Ｃ 橋 小形山 R6 Ⅰ

4. 0 Ｒ Ｃ橋 小形山 R3 Ⅱ

190 中谷橋 川茂堀ノ 内線 1970

189 向田2号橋 側道川茂小形山線 1985 8. 2

2. 5 8. 9 C-BOX 小形山 R6 Ⅰ

4. 5 Ｐ Ｃ橋 小形山 R3 Ⅱ

192 中谷2号橋
川茂堀ノ 内線支線3
号

1970

191 三口橋 松葉西線 1970 10. 4

52. 1 6. 0 鋼橋 田野倉 R3 Ⅱ

2. 8 鋼橋 田野倉 R7 Ⅰ

194 大原橋 大原線 1973

193
大原橋（ 歩道
橋）

大原線 1973 58. 1

8. 5 4. 0 鋼橋 田野倉 R5 Ⅱ

4. 5 Ｐ Ｃ橋 小形山 R3 Ⅱ

196 札金橋1号 札金田代線 1974

195 松葉橋 古川渡田野倉線 1993 11. 3

12. 5 5. 0 Ｐ Ｃ 橋 田野倉 R5 Ⅰ

6. 8 Ｐ Ｃ橋 田野倉 R5 Ⅱ

198 無名８ 橋 札金田代線 1994

197 札金橋2号 札金田代線 1985 7. 2

3. 6 鋼橋 田野倉 R5 Ⅱ

瑞雲寺線

199 札金橋3号 札金田代線 1985 11. 4

200 五ヶ 堰橋 1975 5. 5 4. 0 Ｒ Ｃ 橋 田野倉 R3 Ⅰ
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R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14

( 2023) ( 2024) ( 2025) ( 2026) ( 2027) ( 2028) ( 2029) ( 2030) ( 2031) ( 2032)

26, 780 153, 400 388, 200 17, 000 14, 000 231, 200 787, 200 628, 300 26, 800 14, 000

橋梁ごと の計画期間（ 今後10年間： 令和5年度から令和14年度） における定期点検及び修繕等の予定

番号 橋梁名称 路線名
架設
年度

橋長
（ ｍ） 年度

健全性の
診断区分

幅員
（ ｍ）

橋梁
形式

所在地

定期点検結果
主な

補修内容

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補修設計 補修工事 支承修復工

12, 000 7, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

補強設計 補強工事 補強工事 耐震補強

28, 000 90, 000 90, 000

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

定期点検 定期点検

13, 780 147, 400 377, 200 0 0 218, 200 781, 200 617, 300 9, 800 0

　 橋梁点検費 13, 000 6, 000 11, 000 17, 000 14, 000 13, 000 6, 000 11, 000 17, 000 14, 000

　 合計金額 26, 780 153, 400 388, 200 17, 000 14, 000 231, 200 787, 200 628, 300 26, 800 14, 000

4. 0 Ｐ Ｃ橋 小形山 R3 Ⅱ

202 瑞雲橋 瑞雲寺線 1960

201 十王堂橋 大原川久保線 1972 11. 6

206 御幸橋 古川渡田野倉線 1966

205 久保坂3号橋 五ヶ 堰線 1970 4. 3

43. 9 3. 3 鋼橋 小形山

3. 6 Ｐ Ｃ橋 小形山

204
舟場橋（ 歩道
橋）

古川渡田野倉線 1960

203 舟場橋 古川渡田野倉線 1960 38. 1

4. 5 Ｒ Ｃ橋 R3 Ⅰ

宿上の山線 1979

209 花咲橋

208 大輪橋 堀の内昭和通り 線 1978

207 久保坂2号橋 五ヶ 堰線 1970 3. 5

側道川茂小形山線 1970 3. 0

75. 0 6. 5 鋼橋 小形山

211 上の山橋

田野倉6. 5

R3 Ⅱ

210 久保坂橋 五ヶ 堰線 1970

19. 4 Ｒ Ｃ橋 田野倉 R6 Ⅰ

Ⅰ

R3 Ⅱ

五ヶ 堰線

5. 1 3. 9 Ｒ Ｃ 橋 田野倉 R3 Ⅰ

2. 5 Ｒ Ｃ橋 小形山 R6 Ⅰ

9. 0 8. 0 Ｐ Ｃ 橋 田野倉

7. 4 Ｒ Ｃ橋 田野倉

3. 6 1. 7 Ｒ Ｃ 橋 田野倉 R6 Ⅰ

212 上の山2号橋 1965 8. 8 4. 6 鋼橋 田野倉 R3 Ⅱ

R3 Ⅰ

R6 Ⅰ

R7
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8．長寿命化修繕計画による効果 

長寿命化修繕計画を策定する208橋について、今後100年間の事業費を比較すると、従来の

対症療法型では約354億円が必要となるのに対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型で

は約189億円になります。したがって、約165億円（約47％減）のコスト縮減効果が見込まれ

ます。また、損傷に起因する通行制限等が未然に防止され、道路の安全性・信頼性が確保されま

す。 

 

9．計画策定担当部署 

都留市 産業建設部 建設課 

〒402-8501 山梨県都留市上谷一丁目1番1号 

TEＬ 0554-43-1111（代表） 

 

10．市民の皆様へのお願い 

本計画を実現するためには、市民の皆様のご理解とご協力が必要です。今までも橋梁の損傷に関

する通報（例えば路面が陥没している、防護柵が壊れている）などにより、その対応をしてきまし

た。これがいわゆる「対症療法型」の対応になります。 

これからは「予防保全型」の対応が必要となります。また、橋梁は市民共有の財産との認識をも

っていただくと共に、市民の皆様と協働で橋梁の維持管理を進めていくために、今まで以上に橋梁

の損傷、異常に関する情報提供や、可能な範囲での清掃などのご協力をお願いします。 
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